
オープンデータ推進・活用サービスについて

◆倉敷市の行う事業への参加の経緯
平成27年3月 倉敷市RFＩ( Request For Information 情報提供依頼書)に参加
平成27年8月 倉敷市RFP( Request For Proposal 提案依頼書)に提案

一般社団法人による事業実施の提案を行う推進母体として「一般社団法人」の設立準備を開始
◆一般社団法人の設立

平成27年10月1日 「一般社団法人データクレイドル」を設立
◆一般社団法人による業務の受託

平成27年10月下旬 倉敷市と一般社団法人データクレイドルとの間で業務委託契約を締結

団体名 一般社団法人データクレイドル

代表者職・氏名 代表理事 新免國夫

所在地 倉敷市阿知1丁目7-2 くらしきシティプラザ西ビル8階 803-3
（倉敷市ベンチャーオフィス３号室）

設立 平成27年10⽉1⽇

事業概要 オープンデータ、ビッグデータなどのデータと、 ⼈工知能を含む情報技術の活用
を通じて、地域社会の過去と現状を把握し未来を予測 することにより、地域の⾏
政、教育、産業、安全、環境、都市機能等の効率や品質を⾼め、新たな社会的
価値を創造することを目的に、データサイエンティストの育成、データ活用サービ
ス提供など、公益性のある事業を行います。

【法人概要】

【事業の経緯】



「目」をモチーフに
オープンデータ、ビックデータからの
新たな「発見」、「興味」、「気づき」を表現し、
円の中心から放射状に広がるカラフルな色で多種多様なデータと
今後の可能性を表現しています。

オープン・データ・ポータルサイト

data eye



圏域※のオープンデータを分析した結果を図やグラフなど
を活用して、わかりやすくお伝えします。地域の現状や課
題の「見える」化を目指します。

圏域※のオープンデータを検索・ダウンロードできる
「カタログ」サービスです。

ダウンロードしたデータは、商用・非商用を問わず、誰
でも自由に再利用できます。

圏域※の課題解決や企業活動等のために公開してほし
いデータ、または公開したデータを活用するアイデアなど、
意見・要望を受付けています。ご意見・ご要望の反映状況
も公開していきます。お気軽に投稿してください。

dataeye.jp

国の標準仕様で
設計・構築

※圏域＝高梁川流域７市3町（新見市・高梁市・井原市・笠岡市・総社市・浅口市・倉敷市・矢掛町・里庄町・早島町）

http://119.245.150.101/dataeye/html/index.html
http://119.245.150.101/dataeye/html/index.html


データから見えるもの

○税金はどこへ行った

一般社団法人オープン・ナレッジ・ファウンデーション・ジャパン のプロジェクトに参画して圏域自治体の
「税金はどこへ行った？ （http://spending.jp/）」サイトを立ち上げ、税金の使い道を分かりやすく伝えます。

○高梁川未来MAP

株式会社マイクロベース 将来人口推計データ（2010～2040年）、都市機能（商業、医療、教育施設等）集
積および事業所集積を、 Google Map などのクラウド地図サービスに重ねて、地域課題が時 系列で可視
化できるコンテンツを作成・公開いたします。

地域特性分析、気象データとの相関など、分析コンテンツは順次追加していきます。

（例）

http://kurashiki.spending.jp/
http://kurashiki.spending.jp/


データカタログ

圏域自治体・企業・団体等が公開または提供する情報を、国のガイドラインにもとづき
二次利用可能な利用ルールを適用し、機械判読に適したデータ形式で公開します。

地方公共団体オープンデータ推進ガイドライン
『オープンデータをはじめよう～地方公共団体のための最初の手引書～』H27/8/3改定

「オープンデータガイド第２版
一般社団法人オープン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構 2015年7月30日

★検索や管理がしやすいよう、デー
タを分類し、タグ付けを行います。

分類、タグは国の標準仕様に準拠し
ます。

★二次利用可能な利用ルール
CC-BY（クリエイティブコモンズ表示
2.1日本または4.0国際）を用います。

★機械判読に適したデータ形式
H27年度は、オープンデータ評価基
準「5 ★ OpenData」における★4に
対応します。
★5 LOD（Linked Open Data）は
はH28年度中に対応予定です。

まずはWEBサイトなどで公開されている情報からデータを作成し公開していきます。

★メタデータ

メタデータ（どのようなデータである
かを示す情報）の項目は、国の標準
仕様に準拠します。



アイデアボックス



★データ作成の指針
１．オープンデータをはじめよう
～地方公共団体のための最初の手引書～
（平成27年8月3日改定版）

２．オープンデータガイド第２版

オープンデータ登録・管理システム

data box

オープンデータ登録・管理システ
ム

メタデータ付与

ライセンス表示

国の指針等に基づく
機械判読データ作成 データの分類・タグ付け

オープンデータ登録～公開承認

オープンデータ公開・ダウンロード

実績カウント

自治体・企業・団体等 ◆ログインして手軽に登録
・様々なデータ形式に対応
・画像やPDF等のデータでも可
・簡単な画面でメタデータやタグも付与可能
・データの所在情報（URL）のエントリーも可能

◆指針対応機械判読データ作成依頼
（→データクレイドル）

データ登録

承認公開

参照・ダウンロード

オープンデータ利用者

参照・ダウンロード

★CKAN連携



■サービス開始日
平成２８年３月２９日

■提供サービス
データ活用ツールの体験利用（説明要員常駐）
関連書籍、刊行物等の閲覧
先進事例等の紹介
サロンSNS・グループウェア（オンラインの議論の場）の使用

■設備
パソコン（インターネット）、プリンタ、プロジェクタ
会議／作業スペース（10名程度）

■データ活用ツール
オープンデータ登録・管理システム
オープンデータポータルサイト（data eye）
R （統計解析プログラム）
Tableau、E2D3（可視化ツール）
ArcGIS、株式会社マイクロベース 将来人口推計データ（2010～2040年）
IBM Bluemix （アプリケーション開発・実行PaaS） 等

データ分析サロン

場 所 一般社団法人データ クレイドル事務所内（ＪＲ倉敷駅前）
倉敷市阿知1丁目7-2くらしきシティプラザ西ビル7階706号

利用時間 平日10時～17時

対象者 サロン会員（圏域自治体・企業・団体・学生等）※登録無料

利用料 無料

利用方法 弊社WEBサイトなどから利用申し込み

data analysis salon



オープンテータ分析サロン風景 倉敷市阿知1-7-2
くらしきシティプラザ西ビル
７階706号室
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